
国土交通省

北海道開発局北海道開発局における暴風雪・高潮への対応について

○近年、冬期に本州の北と南にある２つの低気圧が北海道付近でひとつにまとまり急速に発達し、道東を中心○近年、冬期に本州の北と南にある２つの低気圧が北海道付近でひとつにまとまり急速に発達し、道東を中心
に大雪や暴風雪をもたらす事例が増加傾向

○ H25年3月1日からの暴風雪では、死者９名の他、立ち往生車両が多数発生し、国道で最大で２３路線４４区間
が通行止めとなり、 ２町にリエゾン※ 5人・日を派遣

○ H26年12月16日からの暴風雪では 国道で最大で25路線39区間が通行止めとなり 29市町村等にリエゾン※○ H26年12月16日からの暴風雪では、国道で最大で25路線39区間が通行止めとなり、29市町村等にリエゾン※

136人・日を派遣。道路上での人的被災は無かったが、高潮による被害が発生。 ※リエゾン：災害対策現地情報連絡員

H26年12月16日からの暴風雪北海道付近で
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※（独）土木研究所寒地土木研究所技術資料より抜粋して作成

重篤患者を緊急搬送するため、通行止めの国道243号で除雪
トラックにより緊急車両を先導 （別海町内： 12/17, 14時頃）

町の担当者と打ち合わせるリエゾン
（12/18,中標津町）

大雪、暴風雪の発生回数

◆2011～2013年でも類似事例が６例（H25年3月1日暴風雪含む）
寒地土木研究所から聞き取り
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国土交通省

北海道開発局今冬の暴風雪に伴う通行止め発生状況

○今冬の暴風雪による通行止め発生状況は 平成27年2月17日現在迄において 延べ36路線138区○今冬の暴風雪による通行止め発生状況は、平成27年2月17日現在迄において、延べ36路線138区
間L=3,648.3km発生しており、近年増加傾向。

○特に12月16日～の爆弾低気圧による数年に１度の暴風雪の影響により、車両の通行の安全の確
保が困難なことから、延べ25路線39区間 L=1,203.7kmで国道の通行止めを実施。
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保が困難なことから、延 25路線39区間 L 1,203.7kmで国道の通行止めを実施。

・国道通行止め（平成26年12月16日～19日）
延べ25路線39区間（L=1,203.7km）

・近年の通行止め状況（冬期）
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通行止め区間： 、
（内 は災対法第76条の6による指定区間）

H25.3中標津町におい
て暴風雪被害が発生
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救急車先導状況【北見市 R39 12/17】
※H21~H25までは11月～3月までの履歴
※H26については11月～2月17日までの履歴
※平均値については、H21～H25である。

２



国土交通省

北海道開発局暴風雪災害に対する北海道開発局の取組

○周知活動として 暴風雪時の運転に対する心構えをまとめたパンフレットの作成・配布や 出前講○周知活動として、暴風雪時の運転に対する心構えをまとめたパンフレットの作成 配布や、出前講
座・講演会の実施により、一般ユーザーへ注意を呼びかけ。

○暴風雪時の円滑な交通を確保するため、防雪柵の設置等のハード対策や、コミュニティＦＭによる
道路情報提供地域の拡大等のソフト対策を実施。道路情報提供地域の拡大等のソフト対策を実施。

○大規模な雪害が発生した際の災害対応における連携と情報共有を強化するため、新たに自衛隊が
参加した 防災訓練を実施。

【関係機関との連携強化】【周知活動】 【関係機関との連携強化】
平成25年12月4日自衛隊による救援活動を取り入れた訓練を実施し、
関係機関との災害対応の連携を強化。

【周知活動】
冬道ドライブの心構えパンフレットの作成・配布や、自動車学校での教習指
導者を対象とした出前講座や講演会の実施。

出前講座

「暴風雪被害とその対応について「暴風雪被害とその対応について」

北海道開発局 釧路開発建設部 道路整備保全課

1

【ハード・ソフト対策】
防雪柵設置等による視程障害対策。

関係機関との情報共有の訓練状況 道路啓開作業の訓練状況

周知パンフレット
（平成２６年1月から配布）

自動車学校での出前講座状況
（平成25年7月11日）

コミュニティＦＭとの協力による道路情報提供地域の拡大。

緊急通行車両の先導支援の訓練状況関係機関による救助の訓練状況

防雪柵の整備 情報提供先FM局（全道計19市町25局）2 ３



国土交通省

北海道開発局雪害・暴風雪を踏まえた今冬の新たな取組み

○災害対策基本法改正(平成26年11月21日施行)により 大規模災害発生時における緊急通行車両○災害対策基本法改正(平成26年11月21日施行)により、大規模災害発生時における緊急通行車両
の通行ルートを確保するため、道路管理者による放置車両等の移動が可能となったところ。

○法改正を踏まえ、暴風雪による放置車両発生時の道路管理者等による移動訓練を関係機関と連
携して実施。携して実施。

日 時：平成26年12月5日（金）
場 所：札幌開発建設部 札幌道路事務所構内
参加機関：北海道警察、札幌市豊平消防署、

日本自動車連盟（JAF） 全日本高速

【放置車両の移動訓練の状況】

日本自動車連盟（JAF）、全日本高速
道路レッカー事業協同組合（JHR）、
札幌開発建設部

（計 ２２０名参加）

○災害時の通行止めに関する情報発信を強化するため、平成26年7月にHP「北海道地区道路情報」
をリニューアルするとともに、スマートフォン用サイトを新設。

【HPのリニューアル状況】 【スマ トフォン用サイトの新設】

通行規制区間数を地域毎にまとめて

各種情報（カメラ画像、異常気象時
通行規制、現在の降雨など）を提供

【HPのリニューアル状況】 【スマートフォン用サイトの新設】

【主要峠画像ポップアップ】

表示し、併せて地図上で場所をわか
りやすく明示。

気象情報を
画像と合わ画像 合わ
せて提供
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国土交通省

北海道開発局北海道開発局からの道路利用者へのお願い

○暴風雪等の悪天候が予想されるときは 最新の気象情報や道路情報などを事前に十分に確認し○暴風雪等の悪天候が予想されるときは、最新の気象情報や道路情報などを事前に十分に確認し、
不要不急の外出は控えて頂きますよう、お願い致します。

○大地震や暴風雪等の災害時に、車両等をおいて避難する際は、できるだけ道路の左側に車間を詰
めて停車し、緊急通行車両の通行ルート確保にご協力をお願い致します。めて停車し、緊急通行車両の通行ル ト確保にご協力をお願い致します。

○なお、緊急車両の通行を確保する緊急の必要がある場合は、災害対策基本法に基づき、道路管理
者が区間を指定して、放置車両・立ち往生車両等の移動を行う場合があります。

【暴風雪等の悪天候時の被害の状況】 【気象情報や道路情報などはこちらから】【暴風雪等の悪天候時の被害の状況】
立ち往生車両発生の状況

【気象情報や道路情報などはこちらから】
地吹雪による視程障害状況 ○最新の情報について

○冬道ドライブの心構えについて
吹雪による視界不良が起きやすい地域 冬道ドライブの注意点や車 の常備品

【災害時に車両をおいて避難する際の留意事項】

吹雪による視界不良が起きやすい地域、冬道ドライブの注意点や車への常備品、
救助を待つ際の注意点等を記載したパンフレット。道の駅や市町村役場などで配布。

以下のURLからもダウンロード可能。
http://www.hkd.mlit.go.jp/zigyoka/z_doro/attitude/index.html
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国土交通省

北海道開発局

○根室市付近では最低気圧９５１.６ｈPa、最大風速２６.１ｍ/ｓ（１２月として観測史上最大）を記録
○「吸い上げ効果」と「吹き寄せ効果」により市街地まで達する高潮が発生 最高潮位ＴＰ＋２ ０４ｍ

根室市の高潮浸水により多大な被害が発生（平成26年12月16日～19日の低気圧）

○「吸い上げ効果」と「吹き寄せ効果」により市街地まで達する高潮が発生、最高潮位ＴＰ＋２.０４ｍ
○根室市は７３０世帯、１,５９４人を対象に避難勧告を発令、１２月１６日から１２月２０日まで避難所が設けられ、計６９名の住民が避難
○根室港北地区背後の弥生町周辺では、内陸方向の約３００ｍまで浸水
○床上浸水８７棟、床下浸水１０棟、根室市の試算によると被害総額は２０億円を超える見通し
○国土交通省等は速やかに高潮の研究者を現地に派遣し、１２月１９日・２０日に被災状況の調査を実施

琴平町～本町

浸水範囲（概略）

 浸水範囲（概略） 拡大図（弥生町・梅ヶ枝町・緑町周辺）

○国土交通省等は速やかに高潮の研究者を現地に派遣し、１２月１９日 ２０日に被災状況の調査を実施

根室港（根室地区）

の一帯

弥生町 梅ヶ枝町 緑町の 帯

約300 m

凡例
海岸保全施設（護岸）

➀弥生町浸水状況
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TP＋3.3m

弥生町・梅ヶ枝町・緑町の一帯

西浜町

②
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ＴＰ：東京湾平均海面

穂香地区 

国土交通省等による調査結果 ②弥生町浸水状況

【高潮被害調査団の派遣】１２月１９日～２０日
国土交通省国土技術政策総合研究所、(独)港湾空港技術研究所
独 木 究所寒地 木 究所 北海道開発 査

国土交通省等による調査結果

※1月８日～10日、国土交通

省等の調査団は、幌茂尻漁
港などの追加調査を実施
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12月17日
根室港[根室地区] 潮位（TP基準）

最大値 8:41 TP＋2.04m
(独)土木研究所寒地土木研究所、北海道開発局の調査団は、現
地被害状況を調査し、浸水高等の結果を公表した。
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潮位偏差

歯舞漁港(温根元地区)漁船の漂流

【水産被害】漁船被害163隻、漁港施設被害等286箇所
※根室振興局 被害状況(平成26年12月31日15時現在)
より
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